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2．IPv6ｻｲﾏﾙｷｬｽﾄ実験(大阪）
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‘｜Ｐサイマルラジオ「radiko」

怪眠を戒ねた苗果､次第に今回の威験配例+トーピｽ

の姿が浮かび上がってきた｡それは､譜･前のｲﾝﾀｰ

ﾈｯﾄを禰用するが､況侭を現行のアナログ地I二液放

送:二準じた地娘に限定するというものである。

つ室り、J1〕サイマルラジオを艶靭jIZの解消を月的と

した補完サービスとして位侭づけるのであるＥ２０朗年

#『

一音楽の権利許諾に関する考察一

加砺年、旋台を大睡に移し、ｆ匠厨に対してIFサイ

マルラジオの尖験の提裟を行った。大阪を遇んだのは、

股送の要件を該えるため3二必製な要講であるrv6マル

チキャズトの技桁ﾘｿｰｽ$が利用できる環塊が護っ

ていたからである。

そして、２００７年４ハ、在阪ラジオ凧６局（朝日放送‘

毎日成送.ﾗヅｵ大阪､間溺ｲﾝﾀｰﾒテｨｱ〈FM

COCOLO)、FM802、ＦＭ大阪）と電通（事務局）に

より､「IPﾗジｵ研究廻縦会」（会畏:宮陳秀夫傭報道

僧研究概侃理耶災、当時大阪大学総憂）を発足した。

Ii雌雄会は､参加谷周から秤送伺同恵を収1りし､同年

９月｢有繍ラジオ以送業坊の遅川の規疋に関する法律』

第3条に差づき､菜務而始の刷出をf鐸f肖近織維合通

信局に提出した｡技術的$こは通常の一対一のインター

ネプ1.（IPv4ユニキャスト）ではなく、肢遊の形廼に

3．正ｻｲﾏﾙﾗジｵ試馴配信の概況

鰯電通関西支社統合ﾒテｨｱ局次長･iPｻｲﾏﾙﾗジｵ協議会幹事代表三浦文夫＊
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βはじめに！'鷲鰯潔を釘…ｲﾝﾀー …鋤Ⅲ
しＰＣをﾗヅｵ受信侭にできなｬ､ｵ､と琴え､2005年に

水腕では､地上波ﾗジｵをＣＭも含め､放遥と同賠ｌＰｻｨﾏﾙﾗジｵブﾛジｪｸﾄを立ち上げた。肖時､

０に配偏する11'<Intcrne【PrnLocoI)サイマルラジオすで'二インターネット利川準は９０%を麺え蝿務桟道

はじめに

(虚diknjp）の栴利21編なかでもラジオにとって欠く

ことのできたい畏素である沓楽に無血を殺って論す‘る

ことにするｓ水冷に入る前に､１Fサイマルラジオの囲

的、綴緯、厩況腫ついて触れておく卸

I呂利川動向飼塞>､年l馴幼0万台以上のPC力Ⅷ荷され

ていた（地子淵稚技術廠尖協会EjErrA)｡そこで､

在京ﾗジｵ研に悔退を持ちかけたところ､解決すべき

硯題は多いが取り組む価値はあるとの判斬から､東京

地区での実験の検前が始業った。

と三ろが､この実歌の険討は､Aｹ誤火迎個の磁合の

蔵みであり､吾主ざまた課跨の整唄がつかず実臆には

至らなかった｡放送局の中にもlPｻｲﾏﾙﾗジｵの可

能徒は感じるものの.一気に通旧の世界)こ路み出すの

にはためらいがあり、放逆の肺内にとど室るべきだと

いう童見が火勢を117めた｡

2005年}こ】Pサイマルﾗヅｵのプロジェクトを立ち上

げた当時､政送帰'ﾆその術想を打誰したところ､恢利､

特に帝楽の利用許諾が'りられず爽現は難しい定ろう､

というのが大"の反応だった｡炎曝､音察索界にとっ
てﾈｯﾄは望室しくないものというK錨が広がってい

た｡これは､ﾌｧｲﾙ交換ｿﾌﾄにょ過迩法なダｳﾝ

ﾛｰなど､背楽パッケージジﾈｽへの怒影碑が顕

在化していたからである。

そのため､ﾈｯﾄ虎侭に閲しては慨函な順利暫が多

かった｡ﾗラｵにとって帝塑は欠くことができない疏

泌な嬰素であるが､当nｹ新しい青声ﾒデｨｱとして注

nされでいたﾗジｵ局の『ポプドキャスティングサー

ピス』に麺･楽はほとんと･ｲ辿Hきれていなかったｃブ

ﾛジｪｸﾄを立ち上げた当初も､現在のr詞dikoとＩｉ１ｌ撚

の地上波ﾗジｵのサイマルｻｰビﾇ，&現をロ折したが、

ネットすなわち通付ｻｰｽの理解を柵るのは困桑な

枕況だったのである｡そこで､迎州ではなく放避の枠

内であれば比較的僻I端の靭解を得られやすいと考え、

大阪のⅡ》Ｖ６ﾏﾙﾁｷﾔｽﾄの爽験のi11.両を､z案した宮

ここで､蚊送の'疑念についてまとめておく。放送と

は「公衆によって脚:接受信されることをⅡ的とする漏

掠適侭の送健(皮送法飾z条第'卿と定袈されて

いる｡また､放送事業肴とは､湿性法(,940年法律鋪

'３１号）の純定により放篭局の免詐を受けた者を指すｃ

室た､同一の放送呑組の敗送を同時に受信できること

が柵当と認められる一定の1ズ塊(肱退法第2条の2鋪

２衷抗2号）ごとに免昨は与えられている｡巻らに

I放送甑奨弔･I室､その行う放送に係る脆送対扱地域に

F１ １．正サイマルラジオのロ的
ラジオには話遍の３Ｄ映画のような城乎菩はないが、

膳いているといろいろな叫而や心消が浮かび上がる倉

パーソナリティの冒菓への共感、謝放な帝逸との川合

い､野球観戦の典稀､音７７ﾒヂｨｱならではの11上界が

そこには広がっている｡ﾗジｵI土聴取者自らの世界を

両構成することができるため､減､憐が尚いという狩

版を持つ.造た､ﾊガｷや溢活､メールなどを利用し

て跨収新自ら藍償することが可能なインタラクティブ

1ｉｆも絹えている含そのため､人気のあるパーソナリテ

ィを中心に強力なコミュニティを形成しており、イベ

ントの処客力も大きい？

このように、コンテンツとして力ばあるが、ラジオ

を取り溶く環境は唯しい宮窪ず､柿iIi郁を中心に高層

ピルや腿築物の裾途上の間題から受佃状況が瑠こして
いる｡また､ポータブルラジオ、ラジカセなど、かつ

ては家庭内に襖数台あったラジオ受佃侃も減少の-迄‘

をたどっている胃そのため､若年屑をI)'心にﾗジｵ離

れIが進んでいる。こうした媒作例側の低下傾向とと

も.にラジオ広告鴇も減少し、ｌ”lｲFの2406億をピーク

に2009年I会胴70鱒まで落ち込んだ｡この浅きでは、山

借料の渥収に伴い制作費も削減きれ､将奴の質の低下

を剥き､さらに聴取者が誰れていくという悪循環$二脇

良の義わりには試験隅何の計面力『樫ほ同まったため、

椎判者に窯解を1Mろための説りlを開妨した｡

そして、２１X)9年１２〃１５円，布X[７局（TBSラジオ、

文化放送､ﾆブボﾝ蚊送､H経ﾗジｵ社､エフエムイ

ンターゥニープ､エフエム71,,Ｊ･ＷＡＶＥ)､在阪6

局剛R放送､毎日故送､大阪肱送､FMCOCOLO，

薦M802．ニフエム大阪)、冠弼（半瀧局）による「】Ｐ

ｻｲﾏﾙﾗジｵ協臓会」(渇末別表参照〉を殴立､試

験j湿偏の祁偏に取りかかった。

技術的な側ilWでは､mdikOの配僧ｼｽﾃﾑは放送･

通悟･ＷＩｍｿﾘｭｰｼｮﾝが問皮に蕊合されたプﾗ

プﾄプオームである｡糾別の放過周のﾒﾝﾃﾅﾝｽを

最小限にする､通例布娘を押さえかつ満府寅を宗係す

る、選局のタイミングを蝋<してラジオのザプピング

を可能胆する．こうした多くの要件をバランスよく満

たすぺく､背ﾉ背制向などの放送投術、通信経路･サー

バー腕成などの11W11通傭技術、ＣＭＳ（コンテンツマ

ヰジメントシステ』､）などのｗ“ソリューション、

それぞれの分野の知見の紡兆と協紫により洗樺萎れた

システムを術擁することができた。

椎利昨淵こ間しては､ﾗジｵをⅢ戒するバｰｿﾅﾘ

ﾃｨｰ､ﾅﾚｰﾀｰ､“ﾛ､ｽボｰﾂ､ﾆｭｰｽ､天

気.交通柵報などの姫利呑およびCM山係同体､広告

主l広告会社､制作会.出二対し参加肱送局と4#務厨が

協力して哩切を行い､試験雇傭の陛斤に関して理解を

得ることができた｡こうして､バｿｺﾝで地上波ラジ

オ故送をＣＭも含め､そのま堂聴くことができるIPサ

イマルﾗジｵ「mdikOjp」Ｉま､２０】0年3,5Ｂに鮒始

した（喬料参加)。iI合戦配伯M1始１カ月で総ストリー

ム数17ｨ9万､平均聴取予間22分２秒と大きな反哩があ

Ｆ１
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０
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った。ラジオの聴取習慣のなかった若作隅からは陣

いてみたら而直い｣､退去のﾌｧﾝも｢久しぶりにラ

ジオに瓜ってきた」といった戸が寄せられている.ｲ

ﾉjl2Bから2週而実施したｱﾝｹｰﾄも､認致２万

26:偏仲と非術の多くの耐将があり,85％が地上波も含

めてラジオの聴取捜会が増えるといった良い緒果が出

ているg

mdilmの試験配隅は都市部の鴎聴取の1W淵をg1Kjに

しているが､ﾘｽ･-もﾗジｵＩＨＩ係所も新しいメディ

アとしての可能性を感じ姑めているｃ'１．Ｗi【ｗなどの

ｿｰｼｬﾙﾒデｨｱとの相性も災く､ﾗジｵの音声

CMと連動した蕊取ブﾚｰﾔｰ部分の広告ｽぺｰｽ

<シンクロァド)により広僻１２のＷｍに直接携導でき

る底ど､広告販促メデヰアとしての可能性も広がる侭

心

したドメインネームである？

実験に参加するには大阪府内でNTTのフレッツ絹

に加入し､バｿｺﾝのOSはViRtaのみ〈同年６月から

X1ｺにも対応）という条件のため､応罪薪の散は蝋う

ように噂えなかった。実験側始から半年溌って、よう

やく目擬のﾓﾆﾀｰ散１ｌｘ)0人に逆したヮそこで､突験

参加者に対しアンケート例表をﾘ鎧したところ（同年

10月～１１月、252サンプル回収：冠通リサーチ)、ラジ

オは畦力があり一皮利用すると擬続的に璃取する傾向

が強いこと力噸らかになった厚この納果は、ﾗジｵは

ゴンテンツとして力があり、罵収鞭境さえ駐憎できれ

ば似椛できる可能性を示唆するものとなった雷ＩPサイ

マルラジオはﾘｽﾅｰを』Hやすことが目的だが、伝送

蹄としてＩＦ網を利用し､かつ蛾蒋に放送の要件を論た

すとな屋と、IPv6ﾏﾙﾁｷｬｽﾄ利川可能折に認定さ

れるという農酪に陥る｡そこで､この実験を蹄まえ、
もっと手羅'二利用できる堀塊､すなわち迦儒のｲンタ

ーネット（IPvイユニキヤスト）での地上波ラジオのサ

イマルサービスの突現へ向けての検討をUlJ始した。

（
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近い一対多の風信が可

能なI】》Ｖ６マルテキャス

トの配慨システムを鵬

祭した｡敗送の枠釧み

内の実詮ではあるが、

術利巷にはできるだけ

ＩＦサイマルラジオの淫

義を#１咽し、嘩子を得

るように努めた噂この

件については、弦ほど

洋述する。

こうして、2008年４

月より実荻を闘始したｃ

ちなみに､現在の１Fサ

イマルラジオの名称で

ある「radikojp」は､

この実験のために取得

おいて、当該放送があまねく受桝できるように努める

ものとする,iと規忠されている（放送法第2条の2筋

６項)｡一方､守作術法によると『公衆送佃のうち公

衆によって同一のIAI害の送個が刷時に受砺されること

を目的として行う無線遥伯の送佃Ｉ（薯作推泌第２条

施１項鰯８．羽とある。

それでは､放送すなわち｢放送免許を与えられた地

岐において公衆が何時に受信できる無創通個の送侃」

}二おいて､･音楽を;fI｣川する鵬合とのよう唯,恢利酢席が

必要にな愚のだろうかゥラジオ持組での行楽1の利用と

いえば､コジサートﾎｰﾙやｽﾀヅｵでの消奏を録茜

あるいは生で放送するケースもあるが．商梁川ﾚｺｰ

ﾄﾞ（CD）を利用する当合が圧倒的に多いｓ商梁川ﾚ

ｺｰド（CD）の利用に１Ｍしては､著作柵､署作樗接

桶(実演)､若作展接枢〈ﾚｺｰド製作者）という三

つの樵利のクリアが必要になる。

音素若作桐については､椎ｲﾘ瀞である作詞家､作曲

家はその椎利を音楽出版社に甑渡する場合が多い。音

楽出蔵祉は線渡された刺'1のプロモーション､管理をィ

行v,得られた楽11M御Ⅱ科から契的に班づき印狙という

形で軒作椛者に分皿している｡悪作権朽、音崇出版社

はその楽1111を日水存架蕪作相協会（】ハSRAC）などの

管理嚇乗者に侭託している。音楽蒜作槌の管理につい

てはJASRACが独占していたが､20U0年に公布､弧

2001年に施行された‐若作梱帥行理乎漁法』に差づき､

著作脂管理耶案I土詐可創から届出別となり､脚ジｬパ

ﾝ・ﾗｲﾌ･ｸ･ﾘｱﾗﾝｽ(JRC)、鱒'ｲｰﾗｲｾﾝ

ｽ等新たな3J喋希が参入した。この談改正を腰に．祖

製権雅JRC,演巽楢はJASRACなど､支分板ごとに管

理ﾘT染者を送択することが可能になった。

きらに､放送･右認放滋､ｲﾝﾀﾗｸﾃｨ配備、

鑑務jM遮伯ｶﾗｵｹなど利用形鯉ごとに委３吋愚こと

もできる｡故送については、､淵制､蝉管理恥乗法施行

後も実質的にはJ八SItACが管理している唇放送局は､

J八sＲＡＣと敗送恥業収入の一鬼の朴索を乗じた金罰を

支払う包括的利用附而契約（ブランケット契約）を峰

諦している.ラジオ局にとって包賠契約によりどの喋
曲も利用できることは､誠l制作.上火さを利州〔である｡

ﾗジｵ局も群作胸接恨着であることから､突油家と

レコード製作者の帳利は劉製されている，すなわち、

ラジオ岐送胆商繋泥ﾚｺｰを値凧する際に実演豪、

ﾚｺｰド皇作Z･のﾘ川好循の必箕はない偶ただし､実

演摩､ﾚｺｰド極作老はその対信を紺水することはで

きる。この権利を糾禰雨求脂と呼ぶｃ「売菜扇レコー

ドの=次使川詞胡求拠すなわち照阿概求祢について

は､文化庁長官の指定された同体のみ行挫することが

できる（蓉作樫逃第９５条)｡日本芸能爽液家同体漣続

支料
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民放ﾗジｵは曇糾で､でき患だけの多くの聴取薪を

狸得することにより､媒体両釘を高め広告収入を縛る

というビジﾈｽﾓテﾙによって成り上っている曇ラジ

オを癖皮する要素はパーソナリティやケストをどの出

演器､音業､ｽボｰﾂ､天気､ﾆｭｰｽなど多妓にわ

たる‘,ﾗジｵ番起を制作T-坊蛍するには､それぞれ山

流の承諾､利ⅢIの蹄諾を{¥ているが､そこには当挨対

伍が発生する鱈インターネプトを戯送路として､パソ

コンやスマートフオンをラジオ受価長とするIFサイマ

ルラジオ唖diko）は、舷送サービスに準じたサービ

スである:,けれども､法的には敗送と異なる行Z>とな

るため､稗り考龍はあらためてその怠菱を鋭引し現鮮

を得る必笈がある。

rz1dikuのｻー ｽ主体は紀侭プﾗｼ1.ﾌｫー ﾑを隙

柴している、コサイマルラ‘ジオ協姫会ｊであり､各股

送局は番組を供紬するｺﾝﾃﾝﾂプﾛﾊﾞｲダｰ（CP）

という位侭づけになる｡radikoの蛎利処理}二側してブ

ﾗﾂﾄﾌｵｰﾏｰが行うべきか､CPである放送脇が

担うべきかについてはＷＩ醸な蒜滞はない｡ただ､粂中

哲理されている音姫についてはブラシトフォーマーが、

スポーツやニニースなど伽洲の権利については各舷迭
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局が､元栓での峠諾を得るというのが現実的である｡

そこで、参加放送局と訓務魁とか巴力してｲ琴】肴に対

し説刷をした諭染､ﾗジｵの聡取醐境を笠偽するとい

う匙旨に関して;』一・態に理解を冊ろことができた-こ

うして苓作権、署作認披娠の権利肴団体､行理事乗肴、

倒別の権利肴、広告主など､ﾗジｵにかかわる多くの

ＩＨＩ係者の凶力により試蕊唾価を実鞠することができた

のである。

ところで、ｌ掘哨にとってラジオはプロモーション

のためのメディアという側面もある噂音楽を例Ｉこする

と、涯史的にはﾗジｵが演奏家の山涜提会やﾚｺｰド

の市場を奪うとみなされた時朔もあった谷しかしなが

ら､1950年代以降のボビｭﾗｰ曹楽の興隆にラジオが

染たした役荊は大きい=突詠､レコード会社の立伝担

当の現泌では､ﾗジｵ番飢'二楽曲を放送してもらうこ

とがブﾛﾓｰｼｮﾝの若木だった富

ところが、2000年代に入り若年層のﾗジｵ巌れが進

み､覗在では､WEBがプロモーションメディアの中

心的存在になりつつある｡萱楽をラジオ替罰の箭皮要

索とみなすか､ラジオを菅楽のブﾛﾓｰｼｮﾝメディ

アとして捉えるか､それぞ江の立泌によって見方は典

なるものの阿哲は密接な関係があるｂしたがって、そ

れぞれの血泌のパﾗﾝｽを考歴した上で､権利者に対

する公正な対餌の遼魂ｼｽﾃﾑを楚罰していくことが

重要である。

迎在､耐dikoはE錐蝉信中であり､９月以降の実服

化を目描Lているが､その麺''化に向けては､智楽の

鯉ﾘ計からあらためて貯諾を把る必要がある寧軍diko

は故送ニリァに蛸じた蛙唯に喬科で配侭するサービス

である。法的な行為としては若作膳法第２条第１調第

９牙の4の制動公衆送信にあたる管そのため､著作撞

老からは1吋法第漣条邦１頭の公衆送侭権に藷づく許諾

が必饗であ基ａ著作溝担桟に凹しては､前途した脚注

蝿02条の猫利制限の条項を道川寸･ることも可鰭だが、

災演家、レコード型作著ともにI､法第蛇条の２の送信

可能化'二かかる松利J賑を押乙方向で鎚笑したいと諺

えて部ろ｡、

病M1i1w1の目的は範取考を堀やし,ﾗソｵの鰹俳画値

を高めることにある｡誇災態としては放送に礎めて近い

サービスではあるが、法祢上の行あとしては同法第２

条第１項姉8号の蚊退でl全を《､自動公衆送信である｡

したがって､広告'ILI,'二比院して放送の包折契約によ

る背楽の使川料もj9加するが､そこにradikoも包含す

ると脚税することは無理がある。

一方、各ﾗジｵﾙ)の幽告収入力州力llしたとしてもプ

ﾗｯﾄﾌｫｰﾑとしての収入増は見込吉れない｡そこ

で,自動公衆登仙の許諾の対侭と.しては､管理事業巷､

握握の制限条項が庵I)込まれた｡その乗文３によると,

放送訓業者が与えられた免酢”敗送対象瞳雌において

入力副自動公衆送個を行う場合は、笑浦憲、レコード

製作者に送侭可能化のI捕了は必婆ない色ただし､イ|凶

の舗侭金を支挫う必蔓がある｡これは.皮送･消蝦放

送における若作獅接鵬蛎の枢ｲﾘ制限と内密的には側災

である｡入力型M1動公衆送償とは､吾菰を肺わない形

態であるため、爽質的には放送と側時（サイマルキャ

スト）のスl･リーミング型j剛11を意味するｇ

文化１１$の解説託料によると､地k汝ﾃﾚ放送のデ

ジﾀﾙ放送への完全移行に伴い,伝送路の荊完手段と

してIPﾏﾙﾁｷﾔｽﾄによる同時両送信がjW符きれて

いるとあるuそして、人力測1J助公衆送侭をＩＦﾏﾙﾅ

ｷｬｽﾄとして税ＩｊＬている｡すなわち､改1階"に

は吐気通憎役慾利川雌送法に紫づく堺桑名･が、【Pマル

チキャスト方式で地上波テレビを配備-ｲ･るⅡ,ＴＶサー

ビスを主3二組定していたのである。ｆ野晒{i碓聯利〃Ｉ

紡渓ﾗた（２００１年６月29Ｈ公布、２００２年１月2同11施行）

とは、述僧回線を放送の伝退路として利用できるよう

に制定された。ただし、１Ｆサイマルラジオの主うな伝

謡理ｈｆの低いサービスは畑起されていなかった。その

ため､4Mbps以下の伝送適庇のものは社会的膨腰が小

さいとして|､法の適川外とした（斡笥省耐喰監理密疏

舎ﾜ、１年10月2411)。

ｎJサイマルラジオのサービスに著作尻接胴制限の条

文を釦lけるには､放送対象地域への配悩別似を行わ

なければならない‘‘ここで股送対象地域のﾘ鋤'生じ

るcたとえば、東京地区のﾗジｵ局であるｴﾌｴﾑ東

京､Ｊ･WZWEの宵社は県域免スヤ(理点綴）を与えられ

ているが､尖蹄は近騨の神奈川県、千紫臥、埼玉雌で

も聴里することができる｡また､2011年のγﾐログテ
レビ基了技の同性数請城のうち、”Mllzから１０８ＭＨｚ

のＷＤｗ帝で全､を７ブロック樫腿のエリアに分け､

ﾏﾙﾁﾒデｨｱ攻送を行う1脚があるが､ここには現

行の地.と波ラジオ攻送のサイマルサービスも検肘され

ている回

その場合､エブエム東京、Ｊ･ＷＡＶＥ"放送対象は､

凹東（東京､神奈川．千乗､j"王､茨践、紡木､群毘〉

に811伯趨（111梨、新画､農野〕を加えた地域となるu

っ室り、放送対故地域の所釈が硯行のアナログj｣hl･群

なのか､ＷＯＷ帝ﾏﾙﾁﾒヂｨｱ放送となるのかによ

って､薪作隣捜横別以の稚朋が兇なるというりf奴が生

ずる。そもそも、此誤淫上は改送対象地域において良

好を受、状鯉になるよう野めるという規定があるだけ

､で、対玖地域外にA2送される､いわゆるｽビﾙ4.-バ

ーに閏する規制はないこ

したがって、報乍脚接Mnの刺困をエフエム束京、］。

ＷＡＶＥの２社のアナログ地上波免許対愈地域である

京京部だけに殴定することは．敏登の''1時lI子送個のlIl

in化とv3う謝判塞改哩錆にそぐわないことになる嘩

2006年の志作椴法改正とI可時剛に、RIAJ、CPIいば

商梁ﾙルコード（CD）を川哩た放送脅凱のネプトワ

ーク9ﾆおける二次利川を促進するため､実請家､レコ

ード製作希の推利の一任型管理4#柔を閲始した｡一脈

哩脊理耶菜とI土､他Ⅲ】科叡の決定帳漫を受託巷が係制

するのではなく、管理vlI案稀に一任傷j･みことを術す自

問協会とも､地上放送を行う一蚊以送車装考（民佃放

送）のﾗジｵ呑測のﾚｺｰド尖説およびﾚｺｰド製作

者の政送と同時のｽﾄﾘｰﾑ送信に閥する包括的利ＡＩ

許諾契約の盤別科規定を没けた。

っきりｆ改正著作倣法の脊作隣接縦の僻ﾘ削限では

なく､餅淵鞭としての過信可能化であっても一隆璽の

幾中管理Iこより、放送の叔鯛耐求と実貿同僚の手鏡き

でIPサイマルラジオを実説することができるようにな

ったのである｡また､使川*槻程には腿仙対尿地竣に

閲-ｹろ条件はないため､放登の呂哩iに･合ねせた弾力的

な辺用が可能である。

会（芸、樫）が爽流策の､日本ﾚｺｰＩご幽会（RIAJ》

がレコード裏作新の揃定剛体に指定されてき､ろ＝実演

蕪についてI士、芸凹陰内の爽涼家軒作詳接権センター

(CPRA)がI罰ﾘ処魂案審を行っ虻いるっＣＰＷＭ土芸団

但のほか.ロ木輝'陣希箇金(音聯出>､音楽別作
者述盟輪きり巡)の童詩で運営きれている唾堕送祁梁

訴は､芸団怪luAjと商糞爪レコード（CD)を岳認

内で利川する包括契約を働きしている｡商剰1ﾙｺｰ

ドの使jIMﾉ↓況'二ついては､蚊送事撰者力勺ASIRACに提

川したデータを利用してL･､ろ。

このように、ラジニ１．局1時作慨、砦作面接催とも包

括契約を爾結しているため､番組で宮、$二面柔附ﾚコ

ード（CD）をｲ釘Ⅱすることができるのである。
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5．正サイマルラジオにおける
音楽の権利処理

ＩＰサイマルラジオを尖鰭するには、汝送とは腿なり

インタラクティブ配僧という利川形態となるため、著

作槻、箸作騨接惟とも新たに弥撒が必喪になる。著作

枢に関しては、JASRACがｲﾝﾀﾗｸﾃｨ配信の包

購契約の｛蜘料規定を故けている（JAsxAc使朋料規

定第１】蝉)。ところが、放送という利川形襲に釦して

はJASRACに委託しているが､ｲﾝﾀﾗｸﾃｨプ配信

に閲しては､ＪＲＣなど他の管瓢珊栗者に委艶している

漁IHIも多い鰹

すなわち､著作権に倒してはＪＡＳＲＡＣとの包括契約

では不十分であり､他の管理砺莱者からも3儲を1Uな

ければならないのである｡ＪＲＣなどの群理事菜考も当

佑インタラクティブ虚はに閃する仙川料迎疋を定めて

いるが、ｗサイマルラジオに関して、どのような適川

をするのか'ﾘ｣確な韮滞はない｡それぞれの管理訂裳者

の仙用料に間する擬合性、侭J1ける楽曲の報告など諜

画は多い。

一方､著作湖臣腿に関してはプロジェクトを立ち上

げた辺j０５年当時､インタラクティブ配借に関する･災lli

管理が行われていなかった｡そのため､nｺサイマルﾗ

ジｵの火災には個別のw鋼貯篭が必盟であり､特に制

凹を設け-｝恩に商業川レコード（ＣＤ）を利用しても､ろ

ﾗジｵ特報を配侭するのは-陰めて雄しかった．このこ

とが．大阪の11,Ｖ６マルナキヘ‘スト実験において放送の

要件を盛えることにこだわった理llIの一つである･

こうしたﾘ雅な摺利処理を回避し放送のIi71時祥送付

の円滑化のために､著作椴法が改正樫006年１２月22日

公布､2007年,月１１日謄行)され､弟102泉に著作済
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罰火医大芋己氏）

黄貝:拝式台社、Sラクオ&ｺﾐｭﾆヶｰｼ凹ﾝ〆
伴式今朴寸牝酢墓

ｌ拭鈍tニフ叙ン汝遇
株式金吐凹迂ラジオ社
｝拭金社ﾆﾌﾆ卦束ｊＸ
株式錨Ll-WAV庇
エフエノ巳インターウェーブ妹式会I上

りlFIl史垂像式会世
除式金辻里､地忌･
火厘玖畠桂式会＆

．興箇インターメディア樺式会社

Ｉ味式灸祉祁唾
.ＩＬｌ式金仕ニフニム火匝
．↓岸に金枇定湖抑絢口）

|…:嬬繍悩柵識識！
１．１.Ｅｕ』3.国1.画蝿３ＦＡＸｎ３唾【､7鋲a１

f’
6．正サイマルラジオの
権利許諾のありかたについて

笠物状枇の詞壷研究．両棄.皆作脳,悪作窺侭躯唯ど樫燭に
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＊みうら・ふみ右：星眼碇辿大学軽澗芋偏抵lD80Il2

誠遜迩人祉｡災在､ユ捷遡閲酋渉外挫合ﾒテ苓丁踊次庇｡

腿サイマルうジオ騨峨幹』川峨ｃアジアIﾑ１１》1胸間皿

蚊退「スターＴＶ』のＨ半の賊湘介菩加のプロデュース、

Ｅ＊初のインターネブトリイプ（lp95年A雌C大匠）の

プロデュースなとを:癌jfける92005叩11bサイマルラジオ

のプロジニクトを之ち上げ．zql畔３〃洪脳露侭を同蛤ｂ

元倒置大学弗喬勤鍬邸（祉金学偲19凶年＝2002年)ｃ元

神戸大季非常勤附凹《程菅Jﾃｾ部1999年】し

箸が／lインターネブト社外へめ扉ｊ〈】蝿学．マガジン

ハウス)、ｒデジタルコンテンッ示命』（l鰯０年、Ｈ半韮

読舗同社

;陸哀:臼X間年１２月15日

｣会呈：省Ⅸ秀夫《堂血行飲漉人柄4ﾛ迅制筒元剃慰4峡.
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団体が定める「収入なし』の煙川粁規定を缶本とする

のが妥当であろう。

鹿術プﾗヮI･ﾌｫｰ』､は瀧本酌に参加ﾗジｵ各月の

剰Ⅱ負担により逆営されるｃただし、ラジオの音)IT

CMと巡動したシンクロアドや、晦収アプリケーショ

ンの有料化など､プﾗｯﾄﾌｫｰﾑ独自の収垂の可能

性もある.こうした収益も､ﾗジｵ毎級を絹皮する背

索や炎航家に囚るどころが大きい｡そこで､こうした

プラットフォーム独自の収入に間しては、何らかの量

稚ｽｷｰﾑを導入すべき炎ろう吟すなわち､ｌ祷りK棚ｆ

の対随としては針剛体が定めた悲本利朋斜に、ブﾗｯ

ﾄﾌｫｰﾑがﾗジｵ放送との辿携により抑た釈入の一

部を加えるという方向性で隅波したいと考えている。

ところで、災中耕理を行っている音楽に閲しては、

放送利Ⅲ笑続報皆に器づいての使川科分配力可能であ

るｇＦＭ放送局はオンエアー楽曲表示サービスを行っ

ていることから故畏･伸川全曲報告を実注しつつある畠

けれども､八Ｍ敗送局に関しては莱曲の報告ｼｽﾃﾑ

は米装倒である｡mdikuの実川化と並行して､ﾒﾀデ

ｰﾀの琴冒、各局共述のデータベースの栃築、幼鴇準

曲の自動捻捉システムの帰築なども推進していくべき

だと琴える｡爽論家については｡関係団体に一定の利

用科を定めたとしても綴利私･の分配は拒めて凹望であ

る値そこで、放鍔卜郭探したサービスを利用するなど

して、実演錘のｲべﾝﾄ告知､ﾌｧﾝｸﾗブﾍの誘噂‘

グッズ阪兇などの市場泣大に寄与するスキームを傭藁

することを検討したい｡

mdiko⑭炎川化に向けて､綬利餅師以外にも辿致の

放送を安定的l弓腿侭するシステム､這用悲悠サーピ
スレベルなど裸題は山積している。けれども、人々の

廻涼〃をかきたてるラジオという音山メディアの似椛

は、エンタテインメント《スポーツなどの活性化にも

樵聯することができると砿伝しているＣ

ｌ：、９年ピデオリサーチ刈口掴堂（メディア諏騨症・首揮

屋.nｷﾛ鱈刈によると､ﾃｨｰﾝ府のｻジｵのﾒゲｨｱ封

追申は､↓iEHjltjujw.印６，上njlc均で5.7%だった.

2NTT穂ｎ本による『】Pｬ6フォーラム｣に参主;することI竿

１Ｊ,益Ufﾘｿー ｽを利､･ずろことかできたG

rJF,･6」とは次IiM上咋インターネット劫はプ而帯ｺﾙであ

る.現在主池のIPvjlが2”32束oz422他馴96万迦廻のＩＪｊＴ

ﾚｽそ持つが､Ⅱov6IAZの｣湖摩と淫ほ塁限火で.KTTの

ブレブプ制など一齢のプロバイダーで利〃されて1,､ろ唾五徳

のインターネブト絵ﾘｸｴｽﾄi二唾じてとフシ画ﾝを級ろ一

対一ロ》ﾆﾆｷｬｽﾄであるため.抑Ⅱ器が堀えると占付する

凶虹の替域&淵榊･ろ．これに還し，マルチキャストとは．

Ｅは香れるパケットがﾈプﾄﾜｰｸ連中のルークーで弧錠言

れるため、判附将が晩血して6一定の帯埋しか占有しない虹

迅に返し3彫魁の巴侃サービスである.

nPv5ﾏﾙﾁｷｬｽﾄ｣とは､次１１t代の過侭プﾛﾄｺﾙを
利川しか妙軽即サービス｡

.詔f強法蜘唾爺居作醐媛撒の罰夙）

（】菰，ｚ、鋤

3課IF隣技膳のⅡ的となっている典漁であって肱瑳各れる

ら山Iと､専ら肖故批遊$二冊ろ放送対玖地域侭むいて父仙さ

れることを1J的として鎧、可認化（公敢の川に供されて1,,

る通気過堕回盤に狼催している【I勤公搬送嘩湖に伽uを

人力することによる＆の$二隅ろ.）を行うことができ塾．た

だし．当隣砕譜健係る紬99条の２３二以亀･』・ろＩ畏利をｲfすら

巷の把ｲﾘを海寸･ろ二とと雀ろ鳩合は,この限りでｆいざ
４蔚詞の規定に躯り爽傾の魁hlhJ龍化舎行う新Ｉ山、縦皿

に幻いて涼川･ﾀﾞろ第韮条鮒ｚ劇の辿定の造凪ぐある判'分を

除き､当欺災溌に催乙節９２条のZ篇｣項に災足する僻:Iを

宥する君に.lU当な詞の柵倒全巻支払わなければとらないu

5筒2堀の錘定性､蓉作脚終脂の【】的となっているﾚｺｰ

Ｆの荻附'二ついて巾ITIするＪ〈以.F,1WＷ
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ＩＰサイマルラジオ焔殴会
．(.､'とＡＥ藷灸１t,IIIorIPSimul“tR｡dio）

吟卜蛇ラジオ攻登の哩厩堕女姓大と抑譜文化Ｕn．兇民の

政にJPサイマルラジオの実川化を売違することを、的とし
唇音制作曇1Pサイマルラジオ盤jIj化に･必喪と閏罰プうプト

く）

フォーム１８唇にｵDかわ乙推砺的倹涯．陰罰罰掴領地の旋作師




